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第３ 章　 基　 本　 計　 画

６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

①自然と 生活の環境保全

■ 現　 　 状

●

●

二酸化炭素等温室効果ガスが大量に大気中に放出さ れるこ と による地球温暖化が進行し ています。

地球温暖化が原因と 考えら れる 気候変動の影響によ る 豪雨の増加、 大型台風の発生など によ

る 気象災害の影響が懸念さ れています。

■ 課　 　 題

●

●

一人ひと り が環境問題を「 自分のこ と 」と し て捉え、 行動し ていく 必要があり ます。

環境負荷の少ないエネルギー施策について 、 再生可能エネルギーの導入・ 推進、 省エネ対策

など、 取組を 更に推進し ていく 必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

市民一人ひと り が環境負荷を減ら し「 う るおいある豊かな環境」をめざすまち
　 一人ひと り が環境問題を「 自分のこ と 」と し て捉え、「 う る おいある 豊かな環境」の保全と 創造に向

けて意識を 高め、 行動し ていく ムーブ メ ン ト が、 家族に地域に、 まち 全体に波及し ていく こ と で、

めざす姿の実現につながっ ていき ます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市環境基本計画

松阪市地球温暖化対策実行計画

松阪市ゼロ カ ーボン ビジョ ン

● 数 値 目 標 ●

■ 主な取組

● 啓発や事業者の取組PR等により 、 環境保全意識の高揚を 図り ます。

公共施設のLED 化や公用車のEV 化により エネルギー使用量削減を 図り ます。

再生可能エ ネルギーの導入拡大を 図る ため、 住宅や工場等への太陽光発電、 蓄電池等の導入

を 支援し ます。

N ew ! !

N ew ! !

公民連携

項　 　 　 目 現状（ 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

温室効果ガス排出量（ 市全域）R1 2（ 2 0 3 0 ）年まで
に4 7％削減※基準年H2 5（ 2 0 1 3 ）年

1 ,2 5 4 .8千ｔ -CO 2

（ R3 ）※基準年から
1 7 .4％減

9 5 4 .9千ｔ -CO 2

※基準年から
37 .1％削減

公共施設のLED 化（ R1 2（ 2 0 3 0 ）年までに1 0 0％）
6 6 施設（ R5累計）

3 0 .6％
累計2 1 6 施設

（ 1 0 0 % ）達成

公用車のEV化（ R1 2（ 2 0 3 0 ）年までに1 0 0％）
4 台（ R5 累計）

3 .0％
累計7 9 台

（ 5 9 .4％）達成
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第３ 章    基 本 計 画
6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

一人ひと り が環境問題を「 自分のこ と 」と し て捉え、 環境に負荷を かけない生活に転換し てい

き まし ょ う 。

節電や節水、 自転車等の利用など、 身近な省エネ行動を 実践し まし ょ う 。

宅配便はなるべく 1 回で受け取り まし ょ う 。

環境や脱炭素に関するさ まざまなイ ベン ト に参加し まし ょ う 。

●公民連携の推進
■

■

市内事業者、 民間団体と の連携を 強化し 環境保全意識の高揚・ 啓発を 図り ます。

企業等と の連携を 推進し 、 さ まざまな脱炭素化施策に取り 組みます。

横断的取組
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

②資源循環型社会の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

ご みを 取り 巻く 環境分野における 社会情勢は、 脱炭素化の動き の加速化など 大き く 変化し て

います。

近年のごみ量はほぼ横ばいで推移し ており 、 資源化量は減少傾向と なっ ています。

不法投棄については、 毎年廃棄家電等が一定量発生し ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

市民意識調査を も と に、 市民ニーズを 的確に把握し たごみ減量施策が重要です。

ナッ ジ等を 活用し た新たな 3 Rの啓発や、 行政と 民間が連携し た資源化の促進に取り 組むこ と が

必要です。

不法投棄・ ごみ持去り 防止のために、 広域的かつ効果的な監視パト ロ ールや啓発手法を 取り

入れる必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

ムダなく 資源が循環し ているまち
　 脱炭素につながる 豊かな暮ら し の中で、 限り ある 資源を 効率的に活用し 、 持続可能な形で循環さ

せて利用する こ と で、 1 0 年後も う る おいのある 豊かな環境につつまれる ま ち であり 続ける こ と を

めざし ます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

松阪市環境基本計画

松阪市ゼロ カ ーボン ビジョ ン

一般廃棄物( ごみ) 処理基本計画

新最終処分場基本構想

松阪市循環型社会形成推進地域計画

■ 主な取組

●

●

●

●

●

新最終処分場における 埋立処分開始に合わせて焼却灰等の資源化に取り 組み、 脱炭素社会の

形成に寄与し ます。

ごみ減量・ 3 R推進（ ３ 切り 運動、 3 0 1 0 運動等）や環境教育等に取り 組みます。

不法投棄・ ごみ持去り 防止の監視パト ロ ールの強化と 啓発を 行います。

家庭系ごみの削減（ 生ごみ堆肥化等）の多角的な啓発に取り 組みます。

食品ロス削減について食品事業所等と 連携体制の構築を 図り 、 啓発に取り 組みます。

N ew ! !

公民連携
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第３ 章    基 本 計 画
6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

野菜や魚の生ごみは、 でき るだけ水分を 切っ て捨てまし ょ う 。

不用になっ てし まっ たも のを すぐ には捨てず、 人に譲る など活用する 方法を 考えまし ょ う 。

外出先ではごみを 持ち帰り 、 自宅で分別し て捨てまし ょ う 。

使い捨てプラ スチッ ク の使用を なるべく 減ら し まし ょ う 。

再定義の視点
◆ 家庭での一人ひと り が取り 組むごみの減量化は、 温室効果ガスの削減につながっ ています。

● 数 値 目 標 ●

横断的取組

●公民連携の推進
■ 生ごみ堆肥化や食品ロ ス削減に関し 、 市民グループを 支援し 、 民間事業者等と の連携を

強化し ていき ます。

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

資源化率（ 総ごみ量に対する総資源化量の占める割合） 9 .9 0 % 2 4 % 以上

家庭系ご み（ 集団回収を 含む）1 人1 日当たり のご
み排出量

6 8 0 g 6 4 6 g以下

市民意識調査に係る廃棄物（ ごみ）対策に対する満足度 3 .1 9 ／5 3 .3 0 ／5

最終処分量の減量 6 ,9 22 t 1 ,2 0 0 ｔ 以下／年度
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

③地域公共交通の充実

■ 現　 　 状

●

●

●

移動手段について困っ ている方は少数ですが、 市内に点在し ています。

市民の移動手段の大半は自動車です。

コ ミ ュ ニティ 交通の利用者数が減少する 一方で、 運行経費が増加し ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

地域公共交通は利用者の減少やド ラ イ バー不足によ り 危機的状況にあり ます。

危機的状況の公共交通に対し て、 市民の関心が低いままです。

M aaS※や自動運転等様々なサービ スが新し く 立ち上がっ ており 、 検討が必要です。
※複数の交通手段を最適に組み合わせて、「 検索」「 予約」「 決済」等の行為を一括し て行えるサービス。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

気兼ねなく 利用でき る地域公共交通を みんなでつく る
　 路線バス等の地域公共交通は暮ら し の基盤サービ スである ため、 市民一人ひと り が公共交通を 活

用する こ と で、 サービ ス性の高い公共交通を みんなでつく っ ていき ます。

■ 関連計画

● 松阪市地域公共交通計画

● 数 値 目 標 ●

■ 主な取組

●

●

山間部の交通手段を 確保し ていき ます。

地域主体の交通と し て、 地域住民と 行政が協働し て整備する 交通手段である「 お出かけ交通」

を 推進し ていき ます。

現在のコ ミ ュ ニテ ィ 交通のサービ ス水準の維持を 目的と し て、 運賃の在り 方を 検討し ていき

ます。

利用促進のための啓発活動や運行情報の改善に取り 組みます。

IT 技術を 導入し 、 利用者数の増加や満足度アッ プを 図り ます。

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

住民1 人あたり 公共交通機関年間利用回数 7 .1 6 回 8 回

路線バス年間利用者数 9 9 8 千人 1 ,1 3 6 千人

鈴の音バス（ 市街地循環線）地域負担率 2 8 .5 % 3 9 .9 %
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第３ 章    基 本 計 画
6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆ わたし たち の暮ら し を 支える 公共交通を 未来へ維持し ていく ために、 公共交通機関を 利用し

まし ょ う 。

再定義の視点
◆ 高齢者が意識的に公共交通機関を 利用いただく こ と で、 免許返納率が向上し 高齢者によ る 交

通事故を 未然に防ぐ こ と につながり ます。

●公民連携の推進
■ 国が実践する 自動車活用事業について、 タ ク シー協会と 協力し て検討を 進めます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ 貴重な財源を 効果的・ 効率的に活用し 、 デマン ド バスやラ イ ド シェ アのよ う な運行形態

を 含めた多様な移動手段を 検討し 取り 組んでいく こ と によ っ て 、 免許を 持たない若者や

高齢者等のいわゆる交通弱者の移動手段の選択肢を 広げる こ と ができ ます。

横断的取組

― 95 ―



第３ 章　 基　 本　 計　 画

６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

④都市空間・ 住環境の整備

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

●

管理不全の空き 家等が増加し 、 周辺住民へ被害を 及ぼす可能性が高まっ ています。

市営住宅や付帯施設の老朽化が進んでいます。

人口減少などが進み、 空き 家・ 空き 部屋が増加し ています。

公園の休憩施設や遊具の老朽化が進んでいます。

世代交代等によ り 、 土地の境界が不明瞭になる 可能性が高まっ ています。

若者定住を 進める 上でも 、 まち の生活基盤の整備が求めら れています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

空き 家所有者等の管理意識の改善や、 相続問題の解決、 費用負担の支援等が必要です。

耐用年数が過ぎた市営住宅は、 管理コ スト 削減のため用途廃止が求めら れています。

経年劣化により 、 老朽化し た公園施設の更新が必要と なり ます。

官有地を 適正に管理する 為に、 土地の境界を 明瞭にする 必要があり ます。

生活基盤整備のための雇用を 生む、 新たな産業用地の創出が必要と なっ ています。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

誰も が安心し て心豊かに暮ら せる魅力あるまち
　 人口減少や高齢化が進むなか、 安心し て居住ができ、 かつ、 松阪ら し い景観や地域の特性を 生か

し た都市空間・ 住環境を 整備するこ と で、 人々の活気があふれる まちの実現を めざし ます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

松阪市空家等対策計画

松阪市国土強靭化地域計画

松阪市公共施設等総合管理計画

松阪市公営住宅等長寿命化計画

松阪市都市計画マスタ ープラ ン

松阪市立地適正化計画

松阪市地域公共交通計画

「 豪商のまち 松阪」中心市街地土地利用計画

松阪駅西地区複合施設基本構想

松阪市景観計画

松阪市環境基本計画

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

●

●

空き 家等に関する 地域住民や所有者等から の相談の解決に努めます。

空き 家等の状態に応じ て利活用の推奨や除却の支援に取り 組みます。

市営住宅の集約化に向けて、 老朽化し た市営住宅から の住替えを 進めます。

宝塚団地・ 上川町団地の用途廃止（ 解体・ 除却）を 行います。

地区計画制度等の活用によ る既存集落や市内産業の活性化を 推進し ます。

松阪駅西複合施設整備に関し て民間事業者を 募集し ます。

松阪市公園長寿命化計画に基づき 、 公園施設の保全に努めます。

景観条例や景観計画に基づく 届出制度を 運用し 、 まち なみに適し た景観誘導に取り 組みます。

一筆地調査の推進により 民有地と 官有地の境界確認に努めます。

N ew ! !

公民連携
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第３ 章    基 本 計 画
6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

将来空き 家になら ないよ う に、 生前から「 住まいの終活」を 進めまし ょ う 。

公園を き れいに利用し まし ょ う 。

公園施設の不具合や危険箇所を 見つけたら 公園の管理者へ通報し まし ょ う 。

再定義の視点
◆

◆

◆

◆

◆

空き 家等の除却は、 地域の防災対策にも つながっ ています。

住替えによ る市営住宅の用途廃止によ っ て、 管理コ スト の縮減にも つながっ ています。

都市公園の整備によ り スポーツ と 連動し たまち づく り にも つながっ ています。

文化的景観を 維持する こ と で、 地域の魅力が向上し 、 観光客の増加につながる こ と が期待さ

れます。

都市景観や自然環境を 保護する こ と で、 市の魅力を 高め、 観光客の増加につながる こ と が期

待さ れます。

● 数 値 目 標 ●

●公民連携の推進
■

■

空き 家対策の関係団体で構成する ネッ ト ワーク 組織と 連携し て空き 家無料相談会を 開催

し 、 所有者等の悩み事の解決につなげます。

管理運営など を 公民連携する こ と が、 市民のニーズに合っ た利便性の高い公園づく り に

役立ち ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

■

空き 家等の利活用を 促進する こ と によ っ て、 若者定住にも つなげていき ます。

中・ 低層の耐火構造及び耐震性を 有し ている 市営住宅へ住替える こ と によ っ て 、 居住の

安定を 図るこ と ができ ます。

市民のニーズに沿っ た公園づく り を 進める こ と で 、 全ての市民にと っ て満足度の高い都

市空間を 提供する こ と ができ ます。

横断的取組

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

C判定空家等（ ※）の解消数（ 累計）
※住めない空家（ 居住するには建て替え又は相当な修繕等が必要）

6 0 軒 3 0 0 軒（ R9 ）

老朽化住宅から の住替え件数（ 累計） 8 2 戸 9 6 戸

宝塚団地・ 上川町団地の解体棟数（ 累計） 8 棟 2 2 棟

公園施設長寿命化工事の実施数 0 施設 3 1 8 施設
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

⑤道路等の整備

■ 現　 　 状

●

●

●

●

毎年の道路修繕及び道路に付属する設備等に対する 要望が2 ,0 0 0 件程度あり ます。

舗装面の老朽化が進み、 舗装の打替えが必要な道路があり ます。

橋り ょ う の老朽化が進み、 部材の経年劣化によ り 、 修繕が必要な橋り ょ う があり ます。

緊急車両等が侵入でき ない狭い道路があり 、安全で住みよいまちづく り の妨げと なっ ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

既存道路や付属する 設備等の維持修繕は、 地域のニーズを 踏まえながら 進めていく 必要があ

り ます。

市が管理し ている 道路は路線数が多く 延長も 長大である こ と から 、 計画的に道路舗装を 修繕する

必要があり ます。

橋り ょ う の損傷が進行する 前に、 修繕を 行い長寿命化を 図る 必要があり ます。

交通環境の向上や地域間連携を 強化する ため、 生活道路の改良が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

安全で快適な道路のあるまち
　 市民の生活に必要不可欠な生活基盤である 道路及び橋り ょ う の整備、 維持管理を 行う こ と により 、

市民が安全安心で快適な生活ができ る まち づく り を 進めます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市公共施設等総合管理計画

松阪市国土強靭化地域計画

松阪市橋梁長寿命化修繕計画

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

緊急輸送道路等、 重要な道路から 表層の打替え工事を 進めます。

狭あい道路の拡幅に伴い、 土地を 市へ寄附さ れた所有者等に対し て支援を 行い、 必要な用地

を 確保し ます。

橋り ょ う は予防保全的な修繕対策と 耐震補強対策の両輪で長寿命化を 進めます。

地域と 対話し ながら 利用状況に沿っ た道路整備に取り 組みます。

快適な道路環境を 確保する ため道路改良事業を 進めます。

自治体総合アプ リ（ 松阪ナビ ）での道路情報アプ リ を 活用し 、 修繕が必要な道路箇所を いち 早

く 修繕する こ と で予防保全に努め、 維持修繕コ スト の軽減を 図り ます。

N ew ! !
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6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆

◆

道路の破損や危険箇所を 松阪ナビ で投稿し まし ょ う 。

狭あい道路問題の解消のため、 後退用地の適切な維持管理又は寄附を し まし ょ う 。

再定義の視点
◆

◆

◆

◆

舗装を 打ち 換える こ と で、 車両の通行がスムーズになり 事故の軽減にも つながり ます。

緊急輸送道路を 整備する こ と で災害発生時に機能する 輸送ルート が確保さ れます。

狭あい道路を 拡幅するこ と は、 地域の防災対策にも つながっ ています。

道路網の整備によ り 企業誘致・ 連携の推進と 、防災・ 危機管理対策の充実につながっ ています。

● 数 値 目 標 ●

●公民連携の推進
■ 道路維持にかかる 危険箇所を 市内で活動し ている 郵便局や運搬事業者と 連携し 、 早期発

見を めざし ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ 狭あい道路を 拡幅し 、 市民が安全安心で快適な生活ができ る まち づく り を 進める こ と に

よ っ て、 若者定住や福祉社会への対応にも つなげていき ます。

横断的取組

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

舗装修繕延長 1 .3 km 5 .0 km

狭あい道路整備促進補助金　 補助件数（ 累計） 1 7 2 件 3 3 0 件（ R9 ）

２巡目点検に基づき対策が必要な橋りょう の修繕数
（ 累計）

0 橋 2 6 橋

道路整備の完成路線数 0 路線 6 路線
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６ ． 快適な生活 【 生活基盤の整備】

⑥上下水道の整備

■ 現　 　 状

●

●

●

●

水道水の供給開始から 7 0 年以上が経過し ているため、 水道施設の老朽化が進んでいます。

大規模地震への対応も 含めて老朽管更新と 耐震化の整備が求めら れています。

人口減少に伴う 水需要の低下やそれに伴う 給水収益の減少など によ り 、 事業運営は年々厳し

く なっ ています。

公共下水道の普及率は全国平均を 下回っ ています。

（ 全国8 1 .0 ％ R4 年度末 松阪市6 3 .1 ％ R5 年度末）

■ 課　 　 題

●

●

●

水道施設の老朽化に伴い、 今後は更新費用が増えていき ます。

人口減少などに伴い、 水道水の需要が減っ ていく ため施設の規模の見直し が必要です。

公共下水道事業を 推進する ためには、 多額の費用と 時間が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

災害に強い水道と 下水道の整備が進むまち
　 生活に直結する重要なラ イ フ ラ イ ン である 水道施設の耐震化を 進め、 災害によ る 施設被害を 最小

限にする こ と で給水を 早期復旧さ せる こ と や、 汚水を 適正に処理し て公共用水域の水質を 守る と と

も に、 雨水排水対策を 進める こ と で、 安定し た生活環境を 確保し ていく こ と を めざし ます。

■ 主な取組

●

●

●

●

水道管路の耐震化と 老朽管の更新を 進めます。

安全安心な水道水の安定供給を 行います。

水道施設（ 配水ポン プ場）の統廃合を 進めます。

公共下水道整備（ 汚水・ 雨水）事業を 進めます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

●

松阪市水道事業ビ ジョ ン

松阪市生活排水処理アク ショ ン プログラ ム

松阪市都市計画マスタ ープラ ン

松阪市国土強靭化地域計画

松阪市水道事業経営戦略

松阪市公共下水道事業経営戦略
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6.  快適な生活

市民ができ るこ と
◆

◆

水の大切さ を 認識し 、 水源を 守っ ていき まし ょ う 。

公共下水道が整備さ れたら 、 遅滞なく 下水道に接続し まし ょ う 。

再定義の視点
◆

◆

水道管路の耐震化や更新は災害被害を 最小限にと どめ、 市民生活の早期再建につながり ます。

水道管路の新設（ ループ化）や更新、 耐震化は、 大規模地震などの災害被害を 最小限にと どめ、

市民生活の早期再建につながる と と も に、 消火活動の迅速化にも つながり ます。

● 数 値 目 標 ●

●公民連携の推進
■ 避難所や医療施設へ応急給水を 行い、 必要に応じ て市民に応急給水栓や飲料用簡易水槽

等の管理、 給水袋の運搬の協力を 要請し ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

水道管路の耐震化や更新によ っ て、 安定し た水道水の供給ができ ます。

下水道の普及と 雨水排水対策により 、 公共用水域の水質と 生活環境が守ら れます。

横断的取組

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

水源の水質事故件数 0 件 0 件

基幹管路の耐震化率 3 9 .7 % 4 2 .1 %

下水道普及率 6 3 .1 % 6 3 .7 %

上水道の整備に対する市民満足度 3 .6 1 ／5 4 .0 0 ／5

下水道の整備に対する市民満足度 3 .2 4 ／5 3 .5 0 ／5
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